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十
二
月
定
例
会
で
審
議
し
た
案
件

は
、
二
㌻
（
合
併
関
連
議
案
）
と
九

㌻
（
そ
の
他
の
議
案
）
に
あ
り
ま
す

一
覧
表
（
数
字
は
議
案
番
号
）
の
と

お
り
で
す
。
そ
の
主
な
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

■
本
会
議
に
お
け
る
主
な
討
論

最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
討

論
が
行
わ
れ
、
第
85
・
110
・
124
・
127

号
の
四
議
案
に
つ
い
て
反
対
・
賛
成

の
立
場
で
各
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

＊
＊
*5
議
案
＊
＊

（
反
対
）
一
連
の
給
与
関
係
の
削
減

や
廃
止
の
背
景
に
は
、
国
の
借
金
を

地
方
に
押
し
つ
け
る
三
位
一
体
改
革

の
推
進
、
地
方
交
付
税
削
減
な
ど
地

方
財
政
の
圧
縮
を
ね
ら
っ
た
、
そ
の

流
れ
に
沿
う
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

国
の
借
金
の
抜
本
的
な
反
省
や
対
策

な
し
に
一
方
的
な
地
方
へ
の
押
し
つ

け
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考

え
、
反
対
す
る
。

（
賛
成
）
市
職
員
の
給
与
関
係
に
つ

い
て
は
、
税
金
で
賄
わ
れ
て
お
り
、

市
民
の
理
解
と
納
得
が
得
ら
れ
な
け

れ
ば
と
考
え
る
。
今
回
の
合
併
を
と

ら
え
、
年
間
総
額
で
二
億
円
を
超
え

る
人
件
費
の
削
減
を
実
施
す
る
こ
と

を
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

＊
＊
○110
議
案
＊
＊

（
反
対
）
合
併
を
機
に
、
小
・
中
学

校
の
体
育
施
設
で
使
用
料
を
と
っ
て

い
る
一
宮
町
の
考
え
方
に
合
わ
せ

る
。
ま
た
、
市
の
体
育
施
設
を
民
間

に
指
定
管
理
さ
せ
る
方
針
に
当
た

り
、
サ
ー
ビ
ス
は
料
金
を
払
っ
て
買

う
も
の
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
も

ら
う
な
ど
の
動
機
が
働
い
た
と
思
わ

ざ
る
を
得
ず
、
体
育
振
興
に
逆
行
す

る
と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

（
賛
成
）
学
校
施
設
の
開
放
に
係
る

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
方

針
、
ま
た
、
他
の
社
会
体
育
施
設
等

の
利
用
者
と
の
負
担
の
均
衡
を
図
る

た
め
の
使
用
料
の
設
定
で
あ
り
、
適

正
か
つ
公
正
な
対
応
が
さ
れ
る
も
の

と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。

■
委
員
会
審
査
の
状
況

各
委
員
会
と
も
数
多
く
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会
に
は
、
第
83
・
85
・

86

・
87

・
88

・
89

・
90

・
91

・

92

・
108

・
118

・
123

・
130

・
131

・

133
・
135
号
議
案
の
十
六
件
が
付
託
さ

れ
、
三
十
回
に
わ
た
る
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

＊
＊
*7
議
案
＊
＊

（
質
疑
）
合
併
後
、
五
年
経
過
し
た

後
の
、
総
合
支
所
機
能
を
ど
う
考
え

る
か
。

（
答
弁
）
合
併
後
の
共
通
の
市
民
意

識
の
醸
成
や
旧
市
町
の
一
体
化
の
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
、
そ
の
状
況
に

よ
り
総
合
支
所
の
機
能
を
検
討
し
て

い
く
。

＊
＊
○123
議
案
＊
＊

（
質
疑
）
豊
川
市
施
設
管
理
協
会
を

文
化
会
館
の
指
定
管
理
者
に
、
向
こ

う
三
年
間
任
意
指
定
す
る
、
そ
の
期

間
の
根
拠
は
。

（
答
弁
）
公
募
制
導
入
に
向
け
て
、

検
討
委
員
会
で
管
理
形
態
の
構
想
化

に
一
年
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
等
に
二

年
が
必
要
と
想
定
し
て
い
る
た
め
。

健
康
福
祉
委
員
会
　

健
康
福
祉
委
員
会
に
は
、
第
93
・

94

・
95

・
96

・
97

・
98

・
99

・

119
・
124
号
議
案
の
九
件
が
付
託
さ

れ
、
三
十
三
回
に
わ
た
る
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

＊
＊
(3
議
案
＊
＊

（
質
疑
）
合
併
す
る
一
宮
町
の
七
保

育
園
の
定
員
と
入
所
状
況
が
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）
七
保
育
園
全
体
で
、
定
員

六
百
五
十
人
に
対
し
、
入
所
園
児
四

百
七
十
九
人
、
入
所
率
七
十
三
・

四
％
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
定
員

に
対
し
て
の
入
所
園
児
の
状
況
に
よ

り
、
定
員
変
更
等
を
考
え
て
い
く
。

＊
＊
(9
議
案
＊
＊

（
質
疑
）
合
併
に
伴
い
、
国
民
健
康

保
険
料
が
不
均
一
賦
課
の
対
象
と
な

る
具
体
的
な
世
帯
は
。

（
答
弁
）
合
併
前
か
ら
引
き
続
き
一

宮
町
地
区
に
住
ん
で
い
る
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
、
あ
る
い
は
擬
制

世
帯
主
が
世
帯
に
い
る
こ
と
。
そ
し

12月定例会・議案審議の内容

12月定例会では、補正予算・合併関連議案を始め
とする62議案と意見1件が提出されました。

議案の審議
討
　
　
　
論

総合支所となった旧一宮町の庁舎
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12月定例会・議案審議の内容

て
、
合
併
後
も
一
宮
町
地
区
に
住
ん

で
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

生
活
文
教
委
員
会

生
活
文
教
委
員
会
に
は
、
第
100
・

101

・
102

・
103

・
104

・
109

・
110

・

111

・
112

・
113

・
114

・
115

・
116

・

117
・
120
・
122
・
125
・
127
・
132
・
134

号
議
案
の
二
十
件
が
付
託
さ
れ
、
五

十
二
回
に
わ
た
る
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。＊

＊
○104
議
案
＊
＊

（
質
疑
）
現
在
、
本
宮
の
湯
に
隣
接

し
た
休
止
中
の
温
泉
ス
タ
ン
ド
の
今

後
の
再
開
見
通
し
は
。

（
答
弁
）
本
年
度
、
二
つ
目
の
源
泉

の
掘
削
工
事
が
終
わ
り
、
当
初
想
定

の
湯
量
は
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今

後
、
湯
量
や
施
設
の
維
持
管
理
費
用

等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
再
開
に
向
け

て
の
検
討
を
考
え
て
い
る
。

＊
＊
○127
議
案
＊
＊

（
質
疑
）
一
宮
町
と
の
合
併
に
伴
い
、

教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
考
え

は
。

（
答
弁
）
一
宮
体
育
セ
ン
タ
ー
、
上

長
山
庭
球
場
、
東
上
・
足
山
田
野
球

場
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
、
い
こ
い
の
広
場
に
つ
い
て
は
、

四
月
一
日
か
ら
導
入
し
て
、
任
意
指

定
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

一
宮
生
涯
学
習
会
館
と
民
俗
資
料
館

は
、
十
八
年
度
は
直
営
と
し
、
そ
の

後
は
利
用
形
態
を
検
討
す
る
中
で
指

定
管
理
者
制
度
導
入
も
検
討
し
て
い

く
。建

設
委
員
会

建
設
委
員
会
に
は
、
第
105
・
106
・

107
・
121
・
126
号
議
案
の
五
件
が
付
託

さ
れ
、
十
五
回
に
わ
た
る
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

＊
＊
○107
議
案
＊
＊

（
質
疑
）
合
併
後
の
四
月
か
ら
料
金

の
低
い
豊
川
市
の
水
道
料
金
に
統
合

す
る
が
、
そ
の
影
響
額
は
。

（
答
弁
）
月
当
た
り
三
百
六
十
七
円

ほ
ど
一
宮
町
の
方
が
高
い
こ
と
か

ら
、
年
間
で
約
七
百
万
か
ら
八
百
万

円
の
減
収
に
な
る
と
予
測
し
て
い

る
。＊

＊
○126
議
案
＊
＊

（
質
疑
）
プ
リ
オ
内
の
催
事
場
の
指

定
管
理
者
と
し
て
、
開
発
ビ
ル
株
式

会
社
を
任
意
指
定
す
る
が
、
収
支
や

利
用
実
績
報
告
以
外
に
、
途
中
経
過

の
検
証
や
指
導
を
行
っ
て
い
く
考
え

は
。

（
答
弁
）
指
定
後
に
締
結
す
る
協
定

の
中
で
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
利

用
実
績
報
告
以
外
に
も
定
期
的
な
協

議
の
場
を
設
け
る
な
ど
の
こ
と
を
義

務
づ
け
る
こ
と
で
、
検
証
や
指
導
は

十
分
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

&4
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四

号
）

&5
十
七
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）

&6
十
七
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

&7
十
七
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
三
号
）

&8
十
七
年
度
在
宅
介
護
支
援
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

&9
十
七
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）

*0
豊
川
市
議
会
議
員
の
報
酬
額
及
び
費
用

弁
償
額
等
に
関
す
る
条
例
及
び
豊
川
市

長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

*1
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正

*2
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

*3
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技

術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
制
定

*4
民
間
事
業
者
の
能
力
を
活
用
し
た
市
街

地
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
都
市
再

生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定

○118
文
化
会
館
条
例
の
一
部
改
正

○119
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

に
伴
う
健
康
福
祉
部
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定

○120
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

に
伴
う
生
活
活
性
部
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定

○121
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

に
伴
う
建
設
部
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
の
制
定

○122
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

に
伴
う
教
育
委
員
会
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定

○123
文
化
会
館
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

○124
健
康
福
祉
部
が
所
管
す
る
公
の
施
設
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

○125
生
活
活
性
部
が
所
管
す
る
公
の
施
設
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

○126
建
設
部
が
所
管
す
る
公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定

○127
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
公
の
施
設
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

○128
市
道
路
線
の
廃
止

○129
市
道
路
線
の
認
定

意
見
w

道
路
整
備
の
促
進
と
財
源
の
確

保
に
関
す
る
意
見
書
の
発
議

○124
・
○127
・
意
見
w
は
賛
成
多
数
（
反
対

者
一
名
）
で
、
そ
の
他
の
議
案
は
全
員
一

致
で
原
案
可
決
。

平
成
十
七
年
第
四
回
定
例
会
の
合
併
関
連
以
外
の
議
案
の
議
決
状
況

議会だより136色  06.2.8 14:39  ページ 10


